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会 議 録

１ 会議の名称 令和３年度まち・ひと・しごと創生推進会議

２ 開 催 方 法 書面開催

３ 議 題 議題１ 令和２年度における KPI実績値等について

議題２ その他

４ 審議会等の概要

○議題１ 令和２年度における KPI実績値等について
・令和２年度における KPI実績値等について、各委員に意見を求めた。
結果は以下のとおり。

意見あり ５人・意見なし ３人

（委員）町政連絡事務事業「自治会加入率」について。転入者に対する加入促進も重要だ

が、最近は元々自治体に加入していた世帯の退会が増えている感覚がある。自治

体を退会した人たちの声も聞き、今後の対策を検討してはどうか。

（委員）○町政連絡事務事業「自治会加入率」について。自治会加入率の計算方法だが、「新

しく熊取町に転入した人が、自治会に加入した率」と考える必要はないのか。入

会の際に必要な自治会費は安くなく、入会費がネックとなり入会しない人もいる。

家を建てる際、売る際にすでに自治会費を支払い済みにする仕組みはどうか。

○公園維持管理事業「永楽ゆめの森公園及び野外活動ふれあい広場の利用者数」

について。水遊びができるスペースがほしい。噴水から水が始まり、川になるよ

うな。イベントで使用しやすいように、ライトアップをして光る川など。

（委員）○公園維持管理事業「永楽ゆめの森公園及び野外活動ふれあい広場の利用者数」

について。公園の玄関口であるにも関わらず、駐車場の植栽や雑草の管理が気に

なる。加えて、高田地区側からのハイキングコース、展望台への分岐点の標識や

案内板の設置、トイレや広場の管理状況が気になった。ゴミの不法投棄も見受け

られた。
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○一般介護予防事業「主体的に健康づくりに取り組む自主活動グループ」につい

て。ひとり暮らしの高齢者が今以上に増えると、買い物弱者も増える。現在も、

宅配をしてくれている個人事業者がいるので、そういった事業所を増やしたり、

ネットワークをつくったりするなど、公共交通サービスの整備とともにソフト面

として、小さなお店を支える仕組みづくりや支援策があれば。

○熊取町や自治会、ボランティアの方々が様々な取組をしてくれているが、情報

を持っている人と持っていない人の格差が大きく、取組のＰＲ不足（特に大学と

の連携、地域ボランティア等との施策）を感じる。

（委員）○地域活性化事業「観光案内所利用者数」について。ＫＰＩを観光案内所利用者

数と設定することに特に意見はないが、数値を向上させるための観光資源の発掘

も含めて、熊取町を訪問してみたいと感じられるような仕掛けが重要。また、今

後インバウンドが再開されることを想定して、海外対応についてもＩＴ等を活用

し、産官学が協働して進めてはどうか。

○産業活性化基金事業「基金活用事業件数」について。新型コロナウイルス感染

症の影響により、事業形態が徐々に変化している。事業者が新たな事業を展開し

やすいように、熊取町独自の支援事業を創設してもらえないか。

○社会体育推進事業「社会教育施設活動団体数」について。東京オリンピック及

びパラリンピックが日本で開催されたことを機に、「くまとりスポーツコミッショ

ン」の事業推進をより深く強く推し進め、心身共にスポーツによる健康づくりを

熊取町の柱事業としてはどうか。

（委員）○シティプロモーション事業について。転入・定住促進施策が充実し魅力的であ

り、その点が特定の年齢層で近隣市町比転入超過という実績につながっていると

思う。例えば、役場での転入出届の窓口でアンケート調査を常時行い、転入に至

った経緯をデータ化すると、ポジティブな要因を何か発見できるのではないか。

分析で得られるものがあれば施策に反映し、濃淡をつけて運営をするなど考えて

みてはどうか。

○保育所運営事業・学童保育運営事業について。世間一般に待機児童が問題とな

っている中、“待機児童ゼロ”は大きなアピールポイントだと考える。近隣市町の

状況によっては転入者を呼び込むきっかけになるのではないか。もっと町公式ホ

ームページ上でＰＲしてもよいのでは。例えば、子育て世代はより良い環境を求

めて「近隣の熊取町はどうなんだろう」とホームページをみることも多いのでは

ないか。

○公園維持管理事業「永楽ゆめの森公園及び野外活動ふれあい広場の利用者数」

について。東京オリンピックでスケートボードが注目されているので、新型コロ

ナウイルス感染症の収束後、スケートボード広場を金メダル選手に滑ってもらい、
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ＰＲするのはどうか。ファミリーキャンプなどを誘致する企画などと合わせてみ

るのも面白いのでは。また、近隣の小学校や幼稚園、学童保育に対して“キャン

プ場利用”を促進するような施策（利用料金の割引など）を打ってみてはどうか。

・各委員から提出された主な意見については、各担当部局と情報共有するとともに、事

業の改善、改良を図るよう努めていく。

５ 審議会の情報 名 称 まち・ひと・しごと創生推進会議

根拠法令等 まち・ひと・しごと創生推進会議設置要綱

設 置 期 間 平成２７年４月３０日～

所 掌 事 項 本町における地方創生の推進にあたり、熊取町

総合戦略の策定等について意見を述べること。

委 員 数 ８人

６ 担 当 課 総合政策部企画経営課


